
「講義 要綱」における

仮名本語 と原語の綴 りとの関係について

POPESCUFLOR-N

一 は じめに

「講義要綱」 と呼ばれ るキリシタン資料 は尾原悟氏が紹介された写本である。イエズス会

日本年報による と、1593年 に 当時のイエズス会 日本副管区長ペロ ・ゴメス師 によって編著 さ

れ、1595年 にイエズス会士ペロ ・ラモ ン師 によって和訳されたとい う。現在は、ヴァチカン

図書館所蔵のラテン語版 とオ ックスフォー ド大学図書館所蔵の 日本語版が残 っている。拙稿

「「講義要綱」の成立について」iuでは、いずれも原本ではな く、書写であることを指摘 した。

筆跡 を検討 した結果、ラテ ン語版 でもっ とも分量の多い筆跡は 日本人によるのではないかと

い う結論に至った。

拙稿 「「講義要綱」にお けるローマ字書きの本語について」R)(以 下 「ローマ字本語」と略

称する)、 「「講義要綱」にお ける仮名書きの本語について」〔')(以下 「仮名本語」と略称す る)

で は、「本語」 と呼ばれる、和文の中に出てくる外国語を考察 してきた。 「ローマ字本語」で

は、 ローマ字書きの本語 は大体ラテ ン語のもの(445%)と ポル トガル語の もの(23,7%)が あ

るが、ポル トガル語の形 をしている語の中でも語末の二三文字以外 ラテン語の語形であって、

語末だけをポル トガル語風 に換えられたものが多いことを指摘し、筆記者が本語をポル トガ

ル語で表記する強い意図があったとい う結論に至った。

拙稿 「仮名本語」では、本語の揺れの もととなった原因を三種類に分けた。それは、一つ

目には誤写に基づくであろ う誤字 ・脱字 ・術字、二っには誤写ではない仮名 表記の問題、三

つ 目には、もととする言語 の相違である。上記の拙稿で最初の二種類 を検討 した結果、本語

が表記 されている形はローマ字の綴 りをもとに しているのではな く、原語の発音の形 をもと

としているものであることが分かった。また、 ラテン語から和訳を行 ったヨーロッパ人 グル

ープ と筆記作業を中心に行 った 日本人グループ という仮の状況を考え、ヨー ロッパ人グルー

プはラモン師一人ではないか と考 えた。そ して仮名本語に原語のアクセン トなど、発音の要

素が入っていることから考察 し、和訳作業はラモン師によってなされ、筆記作業 には 日本人
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と共に、ヨーロッパ人宣教師が携わって、本語の発音を提供 したのではないか と言 う結論に

至った。ただし、このヨーロッパ人はラモン師 自身であったか どうかは分か らない。

「仮名本語」で指摘 した ように、日本語版 の中に出てくる仮名本語は、6割 以上がポル ト

ガル語、1割 強(1L9%)が ラテン語の形、15%程 度 がラテン語 とポル トガル語 と共通 してい

る形、残 りはラテ ン語 とポル トガル語にない形である。それ らの語 には、スペイン語に近い

形がある。

日本語版のもとにあるのはラテン語版 なのに、なぜ本語の大半ポル トガル語で書いてある

のだろう。本稿では、三番 目の相違の原 因となる、もととす る言語の語形の中か ら、文法的

な変化による相違を検討 してゆく。

二 原語における文法的変化による相違

本語が和文中で機能 している以上、それ らには 日本語の統語論的職能 を示す助詞 ・助動詞

などが付くよ うになっている。 しか し、原語の文法規則による屈曲形の例 も見 られ る。

和文中で本語 を屈 曲す る必要性は原則的にないものの、屈曲 した本語がラテン語の特徴を

持 った り、ポル トガル語の特徴を持った りす るので、本語の もとの言葉 を検討するに当たっ

てそれ らの特徴を考える必要がある。

なお、「仮名本語」で誤写や省略表記などによって語形が分か らなくなっている単語 は仮

名本語の1%程 度 あるが、これ らを検討か ら外すことにする。

二 ・1名 詞

「仮名本語」で指摘したように、仮名本語は2,201種 類 、延べ14,643語 あ る。その内に、名

詞は926種 類 、延べ11,656$)あ る。ラテン語版の原文における格に対 して、和文 中における統

語論上の機能は日本語の文法に準じて示されている。

例:余 ノ悪人ヲシユイ ソヲ以テL明 シ玉イテ此等 ヲインヘルノー シ玉 シ事尤也(241

オ)(本 語 には下線 を付 した)

マルチリヨ囚カリタアテnア クトn内 二頭上ノz魍

三ニハヒイテスカレリシア図二対図力死スル事是也

ラテン語版における数 も、 日本語特有の複数標識によって示 される場合がある。
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「～ 達 」4種 類 。 例:ド トウ ル 達(doutorポ ル トガ ル 語(以 下 は 「ポ 」 と省 略 す る)、 学

匠)

「～ 衆 」1種 類 。 例:キ リ シ タ ン衆

「～ 等 」3種 類 。 例:ハ リセ ヲ等(fariseosポ 、 パ リサ イ 族)

「諸 ノ ～ 」1種 類 。 例:諸 ノ マ ル チ レス(martiresポ 、 殉 教 士)

反復形3種 類。例:テ ンホ ロ＼/(temploポ 、寺)

つ ま り、 ヨー ロッパの諸言語において屈曲によって示す名詞の格は助詞、数は語句、また

は接尾語 によって示されて、本語の名詞が もっとも一般的に取 る形は原語における主格単数

形である。

格 と数が 日本語特有の標識で示 されている以上、本語は主格単数形 で十分なはずであるが、

実際複数形で出てくる言葉は多く、主格以外での形の語にも若干ある。

まず、複数形 の様子 を見る。書名に含まれ るものを除くと、複数形を取っている名詞は71

種 類 で598例(異 な り語の名詞 の内7.6%で 、 延べの内5.1%)あ り、日本語式の複数形の例よ

り遙かに多い。

日本語式の複数 と原語式 の複数 を示す接尾語が同時に付いている語がいくつかある(た と

えば、上の例の 「諸 ノマル チレス」)。日本語の複数形式と原語における複数形式の間にはっ

きりした使い分けはないよ うであるが、だいたい日本語式の複数形を取る語は、本書に限 ら

ず、1590年 版 「ドチ リナキ リシタン」、1591年 版 「サン トスの御作業」、1593年 版 「ヒイデス

の導師」など、他のキ リシタン資料にも出現例数が多い。

数の標識は、ほ とんどの場合に語尾一sとなっている。例外 は、本語二つ以上によって構成

される表現に入 っている数例のみである。-sに よ る複数形はポル トガル語やスペイ ン語 のす

べての名詞 と形容詞 に共通す るが、ラテ ン語では主格で複数形がsに 終わる言葉 は第三転尾

のものだけである。つま り、-sに よる複数形 がラテン語では第一転尾と第二転尾の名詞 のも

のである場合は、それ らの名詞がポル トガル語 として扱われていることになる。

例:セ レモニアス(ラ テン語(以 下は 「ラ」 と省略する)ceremonia、 ポcerimonias)

第一 転尾名詞セ レモニアスの場合、 この語を一sが付いたラテン語 と考えるこ ともでき、また

ポル トガル語 と考 えることもできる。その場合、「仮名本語」N)で指摘 したiとeの 混同が生 じ

ていることになる。どち らに して も、この語がポル トガル語 として扱われていることになる。

しか し、実際 には第三転尾の語が第一 と第二転尾のものより多 く、複数形の形で区別でき

ない本語が残 る。
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例:ヒ ル ツウテス(ラvi血tesか 、 ポvirtudesか)

この よ うな複数形ではラテン語かポル トガル語か判断できない。

次に格の表示について考える。格の表示 は、ラテン語では語尾変化 によるのに対 して、ポ

ル トガル語やスペイ ン語では冠詞の形による。 日本語版では、冠詞が出現す ることが全 くな

いため、ポル トガル語に基づいた本語は実質主格の形 しか とらない。

主格以外の形で出て くる本語はラテン語の異な り34語 、 延べ53例 で ある。926語 あ る本語

の名詞の内に異なり語数 として5%に も至 らない。 しか し、100語 ほ どしかないラテン語の名

詞の中では3割 以上である。

主格以外の形 を取っている34語(延 べ53例)の 内、10語(延 べ15例)は 単独で出てきて、24

語(38例)が2語 以上によって構成された表現の中に出てくる。

2語 以上の表現の場合は、 これ らの語 がとる格標識が原語 にお ける構文によって決 められ

ることはあろうが、単独で出てくる語は、主格以外の形をとっていることは原語の規則に よ

るものではない ことは確実である。 これ らを表1に あげる。

表1

番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

語

ハ フ ミ.ニ ス

フル ミニス

サンキニス

インテンシヨウニス

ハアチ リス

ケ レア トウレン

コルヂス

セロルン

ハアテ レン

メンチス

ラテン語

fla血nis

fluminis

sangultlls

intentionis

pa面s

creatorem

Gordis

calorum

pa鵬m

mentis

格

属

属

属

属

属

対

属

属

対

属

原形

flamen

flumen

sanguis

mten口0

pater

creator

cor

c81um

pater

wens

(意味)

風 、息

例数

3

流れる水z

血

意向

父

作者

心

天

父

理性

3

童

i

1

1

1

1

1

場所

276v注

276v注

276v注

315u

271v引 用

1640引 用

312v

184r

157v引 用

304v引 用

名詞の全体の内、主格以外の形をとった語は表1に ある単一語の表現の10語 だ けであるか

ら、本語の表記 され る形が基本的に主格であることは明 らかで、これ らの10例 は 単なる例外

に過ぎないだろ う。そ して、これ らの10語 に関 して も、置かれている前後の文脈を見れ ば、
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主格以外の形を とった理由が分かる。

まず、表1の い くつかの語 は先行の別の本語を修飾 している。

例:

(A)ハ ウチスモハ以上三ツア リ。 フル ミニス、ハ ラミニス、サンキニス、是也。 フル

ミニス トハ水 ノハ ウチスモ ノ事也。ハ ラミニス トハ授 リタク思望ミノハウチスモ也。サ

ンキニス トハマルチル ノ血 ノハ ウチスモナ リ。(バ ウチズモ(洗 礼)は 以上三つある。

これ らはフル ミニス(水 の)(洗 礼)、 ハ ラミニス(風 の)(洗 礼)、 サンキニス(血 の)

(洗礼)で ある。)(276ウ の上部にある注)。

(B)ア モル ノクワンチタアテ ト云テ分量ハニサマ ニア リ。一 ツハインテンシヨウニス

ト云 テ 、 心 中 ヨ リ深 ク 御 大 切 二 存 シ 奉 ル コ ト。 ニ ニ ハ 、Apreciationisト 云 テ 、 深 クDsヲ

重 ジ 無 二 無 三 二 思 イ 奉 ル 大 切 ナ リ。(ア モ ル(amorラ ・ポ 共 通 、 愛 情)の ク ワ ン チ タ

ア テ(quantidadeポ 、量)と 言 う分 量 は 二 種 類 あ る。 一 つ は 、イ ン テ ン シ ヨ ウニ ス(意

向 の)(分 量)と 言 っ て 、 心 中 よ り深 く大 切 に 存 じ奉 る こ と、 も う一 つ は 、appreciationis

(評価 の)(分 量)と 言って、Ds(デ ウス)を 深 く重ん じ無二無三 として思 う愛情である。)

(315ウ)

(A)で は 、仮名表記のフル ミニス、ハ ラミニス、サンキニスはその前にあるハウチスモを

修飾 してお り、それに見合った属格 をとっているのだろ う。単独で出てくる形 もなぜか属格

となってい る。

(B)で は 、仮名表記のインテ ンシヨウニス、そ してローマ字表記のApreciationis(正 しくは

appreciationis)は 直前に出て くるクワンチタアテを修飾 しているのである。 ラテ ン語版にも

該当個所に同 じ修飾関係が見 られ、なぜかこれ らの2語 は格表示 をラテ ン語版 のままに掲載

された ようである。

しかし、先行する語を修飾する語または表現が羅列される例は他にもたくさんあるが、仮

名本語が属格を取るのはこれ らの例だけである。

(C)Dsヲ 敬 イ奉二三 ノアク ト篭ル ト心得 ヨ。一ニハ(中 略)分 別 ノアク トナ リ。ニニ

ハ(中 略)ヲ ンタアテノア ク ト也。三 ツニハ辞ヲ以テナリ トモ、外ノ様 ヲ以テナ リトモ

(中略)敬 イヲ顕ス事也。

こ の 文 の 場 合 に も 、 ラ テ ン 語 版 の 該 当 個 所 を 見 る と 、 「分 別 ノ ア ク ト」 はactusipsius

intellecros(理 性 そ の もの の 行 為)、 「ヲ ン タ ア テ ノ ア ク ト」 はatlasvoluntatis(意 志 の 行 為)、

actusexteriorと な っ て い る 。 一 つ 目intellectusに 対 し て は 適 切 な 訳 語 と思 わ れ た 「分 別 」 が あ
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って 日本語で表 される。二つ 目voluntas,-tisに対 しては多用 されるポル トガル語のヲンタアテ

が使 われ るが、冠詞 がないため必然的に原語の格表示がな くなっている。 そして三つ 目の

exterior(ラ ・ポ共通、そ との)に 対す る訳語がおそらく 「外の」であるが、これだけでは 「上

辺の」 とい うニコ.アンスが充分顕著でなかったためか、説明の文が加 えられている。

(A)、(B)の 例 文において、属格 の形を取っている語は先行す る本語 を修飾 しているだ け

でな く、これ らの語が珍 しくてポル トガル語でも日本語でも一対一の訳がなかったことが、

そのまま使用される原因なのである。 これ らの語が珍 しいのは、出現 してか ら、 日本語の説

明がついているところか らも分か る。

単一語で、主格以外の表現が出て くるもう一つの場合は、これ らの語が文の中にもっ機能

性が低 く、引用 に近い状態で用い られ る場面である。

(D)一 番 ノアルチイコノハアテレン ト云三番メ(の)辞 ノ釈事(第 一ヶ条のp礁emと い

う三番目の言葉の釈のこと)

本 文のこの辺 りでは、カ トリックの祈祷文Credoの 細かな解釈で、「一番 ノアルチイ コ」 と

はその第一文である。148オ にこの祈梼文がラテン語で完全 に掲載 され てい るので、 この第

一文を以下にあげる。

(E)CredoinvnumDeu叫 匝 ヨ(patrem)omnipotente叫breatorelc組 ちeUeπ ガ(term)(天

地の御作者、全能の父、神様一人 を信 じる。0に は正 しい綴 りを入れた)

この第一 ヶ条 にあるそれぞれの単語について細か く解説す る章が ある。palremは ハ アテ レ

ンと表記 され157ウ に、creatore'はケ レア トウレンと表記 され164rに 、それぞれ章の題名 とし

て再び出現 し、(E)で とっている対格の形をそのまま仮名で再掲 されている。つま り、(E)に

あ る語が仮名表記で引用 されている訳である。表1の 第8項 目セ ロル ンも同 じような文脈で

出て くる。

表1の 残 りの2語(メ ンチス、コルヂス)に 関 しては、修飾す るところ と、引用に近い と

ころ とを兼ねている。

(F)【 空 白】 ト云テ、アニマノア ヒト也。 メンチス トハ即 アニマノ心也。

この部分はアヒ ト(習 慣)が ヒル ツス(道 徳)の 一つのあ り方であるこ とについて述べ る

もので、ラテン語版 と比較す ると、皿entisは節 の題名habitus皿ends(理 性 の習慣)に 入 ってい

る。 したがって1日 本語版 においても、空白となっている箇所にローマ字のmendsが 入 るは

ずであるが、直後に出てくる仮名表記のメンチスは、アヒ トを修飾する と共に、【空 白】に

入るはずだったmentisの 発音 を表す。
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つま り、以上の10語 が主格以外の格 を取っているのは、先行する語 を修飾す ることが一つ

の原因であるが、それだけではない。難語であるか、 もしくは一旦前にmマ 字で出た形を

そのまま仮名表記 にしてい る点がも う一つの要因であろ う。

2語 以上で構成 される表現に出て くる残 りの24語(延 べ38例)は 前置詞の付 く名詞 と、名

詞が中心 となっている表現で、名詞が取っている格は本語の表現の文法的な関係が要求する

もの と一致 している。なお、ラテン語c出lumとpaterは 以上の、単独で出て くる例 とともに、2

語 以上の表現の中にも出てくる。

(G)ラ ウス テ イ(]ausDei(神 様 の 誉 れ),]aus(誉 れ)、Dei<Deusの 属 格 形)

(H)ヘ ル チ ス ツル ク シ ヤ ウ ネ ス マ テ リヱ(68オ 注 、perdestructionesmateri$(材 料 の 破 壊

に よ っ て)、per(～ に よ っ て)は 対 格 を 要 求 す る 前 置 詞 で 、desttuctiones<destructio(破

壊)の 対 格 形 、materia<materia(材 料)の 属 格 形)

(1)イ ン デ ウ ト(inVOIO(意 思 表 示 に)、inは 奪 格 を 要 求 す る前 置 詞 で、VO[O<votumの

奪 格)

これ らの表現は前置詞の付いた名詞 と、名詞 を中心とした(前 置詞以外の)句 とに大別で

きる。名詞を中心に した句は、書名のActaApostolontmを 除 くと、殆 どが出現例一つだけで

ある。上の単独語の場合 と同様、これ らの表現は難語を含んだものか、一旦ローマ字で出て

きた語の発音を仮名表記 したものである。 しか し、例外 として、前置詞のっいた名詞か らな

る表現ではヲ ト(例(D)が あ る。 この語は単独形 ヲ トとしてポル トガル語として も頻出して

いる。

つま り、表現の構文が分か りに くい二語以上の表現はラテ ン語で表 され、かつ もとの構文

をそのままに保って出てきている。単一語で出てくる語は、(A),(B)に 出 てくるバ ウチスモ、

アモルのように修飾され る語が比較的頻用 されることもあって、ポル トガル語で出ているが、

難語のほ うはラテン語のまま、 しかも格を保存 したままで出てくる。そ して、両方の言葉が

比較的頻用 され る場合、また適切 な 日本語訳がある場合は、それ らはポル トガル語で、もし

くは 日本語で出てくる。

この現象か ら分かることが何点かある。

1.難 解 な構文はそのままラテ ン語で記 される。

2.構文 が分かるが、表現を構成す るどち らかの語が難語ならこれ をラテン語 で、簡単な方 を

ポル トガル語、あるいは 日本語 にする。
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3.適 切 な訳がある とき、ラテン語を使わない。

とい う三っの段階があるよ うである。

つま り、難易度 としては、ポル トガル語は 日本語とラテ ン語の間 として とらえられていた

ことが分かる。

二・2形 容詞

形容詞 に関 しては、修飾す る名詞が 日本語である場合の一部にのみ、「ノ」または 「ナル」

を取って後続の名詞 と繋ぐ場合もあるが、助詞を介さず に並べ る場合がもっ とも多い。

例:ア シテ ンタノ ノ

スヒリツアノノ

シユス トナル根元

ナツラル精力

ヲリシナル科

形 容 詞 が修 飾 す る名 詞 が 同 じく本 語 で あ る場 合 、助 詞 は 介 され な い 。

例:ベ ゼ タ チ イ ワ ・ア ニ マ(vegetativaanimaラ 、 身 体 の 基 本 機 能 を担 当す る魂)

ウニ ヘ ル サ ル ・シ ユ イ ゾ(universaljuizoポ 、 全 員 の 審 判)

また、 日本語で形容詞は、修飾する名詞 に先行することになっているが、形容詞も名詞 も

本語であ る場合 には、そ うとは限らない。

例:カ ロル ナ ツ ラル(calornaturalラ ・ポ 共 通 、 自然 に もつ 熱)1例

ハ ライ ソ テ レア ル(paraisoCerealラ ・ポ 共 通 、 地 上 の 天 国)11例

つ ま り、形容詞 と、それが修飾す る名詞の両方が本語 である ときは、2語 が 日本語の文章

として並べ られているのではなく、それ らによって作 られ た表現が、順番が後置修飾 ・前置

修飾のどちらでもあ りえる原語の ものとして記されてい ることが分かる。

仮名表記の形容詞は異な り語214、 延 べ2,202例 ある。原語において、形容詞 は格、文法的

性 と数によって屈曲するが、 日本語版に出て くる屈曲形はラテン語の4語(延 べ11例)以 外、

性 と数のみが表示 されて、格を表示す ることがない。その形は、修飾する名詞 の性 ・数 によ

って決ま る。 この調和は、形容詞が修飾 される名詞 と接近 している時はもとよ り、離れてい

る時にも見られる特徴である。

例:ス キ ス マ チ コ ・サ セ ル タ ウ テ(schismaticoSacerdoteポ 、 宗 派 分 立 の 教 会 役 人 、 形
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容詞は男性名詞sacerdoteに 見合 った男性の形をとっている)

ア ツ ツ ス ・ヒ リム ス ・ス ス タ ン シ ア リス(actusPrimussubstantialisラ 、 第 一 の 物

質 的 行 為 、 形 容 詞primusとsubstantialisは 男 性 名 詞actusに 見 合 っ た 形 を とっ て い

る)

ス カ ン タ ロ バ ニ 様 ニ ア リ ト心 得 ヨ。 一 ニ ハ ハ シ ヲ゜ ト云 フ也 。(327ウ 。pasivo(ポ 、

無 作 為 の)は 先 行 す る 男 性 名 詞scandalo(ポ 、 騒 動)に 見 合 っ た 形 を とっ て い る)

男性 ・女性の区別がある形容詞 は120種 類 で、出現例は女性が458、 男性が351あ るが、形

容詞 が修飾す る名詞 と調和 していない例 は7例 である。また、すべての形容詞が数 によって

変化す るが、数の不調和はまた7例 だけで ある。っま り、男女の例を合わせた809例 の内に、

不調和の例が1.6%ほ どで、調和が固 く守 られていることが分かる。

名詞、形容詞など、本語の二語以上からなる表現の特徴をここでまとめる。

(1)助 詞 が間に入 らない場合が多い。

(2)日 本 語においては形容詞が名詞に先行することになっているが、本語の順番はそ うと

限らない。

(3)日 本語では、形容詞 と名詞の間に性 ・数などの調和の必要はないが、実際は殆 どの場

合 に調和がなされている。

つま り、本語による形容詞 と名詞か らなる表現の場合、構文は原語に準 じている訳である。

二 ・3副 掃司

副詞 は助詞を添付されずにそのまま使用 され る。 これは、比較的に多用され るいくつかの

ラテン語副詞が 「一¢」に終わ り、「かまへて」、 「あへて」な ど、 日本語の副詞 と似ているこ

とと関係があるかもしれない。

例:三 ヶ条 ヲハエス ヒリシテ信セシ、相残 リヲハイ ンヒリシテ信セ ラレシ ト云フ差別マ

テ也。(三 つの条は明らかなもの として信 じ、その残 りは含蓄的に信 じていた とい う

差別まで)(80オ)

経文 ヲエス ヒリシテ信スル ト云 フ也(宗 教書を明 らかなものとして信 じるとい うこ

とである)(80オ)

二 番 目の例では、エス ヒリシテの最後の二字は略字 「メ」となってお り、おそ らく筆記者

は どこまで本語 、どこから副詞につくべき 日本語の接辞としての 「シテ」か混乱 していたの
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で あ ろ う。

動詞の直前に先行する場合は、本語の副詞が動詞を修飾することは比較的分か りやすい。

しか し、ラテン語版で動詞が 目的語を取る場合、 日本語版では、 目的語の方が動詞の直前に

置かれ、副詞は動詞 と目的語によって作 られた動詞句の前に置かれ ることが多い。結果 とし

て、副詞が名詞に先行することが多い。そして、副詞が助詞 などで副詞であるこ とを示 され

ていないため、原語の知識がなければ事実上形容詞 と区別がっかない ことが多い。特 に、後

続の名詞が本語である時に分かりにくい。

例:(1)佛 又 インヘルヘイテ此マタメン トヲ保ツ事ハDsノ カ ラサ ヲ以テ世界ニテ安キ事

也。(292オ:イ ンヘルヘイテ ラ(?)、 不完全に。マ タメン ト ポ、戒律。カラサ

ポ、慈悲。仏教では この戒律が不完全にしか守れないことだが、デ ウスの慈悲によ

って全世界で(守 るのが)容 易なことである。)

(2)神 等 ヲ拝ム事ハホルマ リテル、バ ラスヘ ミヤヲナス ト分別セ ヨ。(312ウ)(佛

神 を拝む事は、形式の上で異端を犯す と分別せ よ)

(3)ホ ル マ リテル、スカンタロ ト云テ,..(328ウ)(形 式上では、騒ぎと言って)

formaliter(ラ 、形式上)は ラテン語の副詞であることを考慮に入れ、ラテ ン語版 で該当

す る文と比較す ると、上の文において これが動詞にかかっていることが分かるが、ラテン語

を知 らない 日本語版の読者には、ホルマ リテル ・バ ラスヘ ミヤ、そ してホルマ リテル ・スカ

ンタロと、後続の名詞を修飾 している形容詞 として誤解 しやすい。

formalizer、naturaliter、simpliciterな ど一terに終 わる副詞は、ラテン語を知 らない読者は後

続する名詞 にかかる形容詞 として混乱す る恐れがあったと しても、同 じ形の言葉はポル トガ

ル語などにないので、少な くとも元にある原語はラテン語 と断定できる。 しか し、本節の初

めに紹介 した一eに終わる副詞 に関 しては、原語すら判断しにくい場合 がある。

例:(4)是 ヲ以テ ×ノヱスヒリシテ{タ 上堕 肝要也 ト云事明也。(86ウ 、{}は 挿 入

された文字。xは 「キリシ ト」を意味する合字である)

(5)至 極 ノネセ シタアテ(ノ)時 、 ヒリワテ、ハウチスモ ヲ授クル事ハモル タル科

ニアラザル也。(276オ)

(4)の 例では、語尾が形容詞の 「タ」に訂正 されている。expliciteは仮 名表記で35回 出現す

るが、これ は 「エス ヒリシテ」が出現する九例 目で、その内で本語の名詞 に先行する三番 目

の例である。例(4)の 前にある2例 からの類推で、筆記作業グルー プは もはや これ を、名詞 を

修飾する形容詞 と見なしていただろ うと推定できる。

(10)



実際ポル トガル語で一eに終わる形容詞 もあるため、副詞を形容詞 と混乱す るこのような誤

解 はさらに招 きやすかっただろ う。

例:(6)此 ミ リタンテノ恵化 ハチ リンハ ンテニ続ク ト云ヘ リ。(111ウ)(恵 化 はエ

ケ レジア(教 会)の 漢字表記)

(7)フ ル テンテナル数多ノ老体 ノ内二居ルヘシ ト云ウ語也。(336オ)

ポル トガル語の形容詞があって、そ して副詞が名詞 に先行する場合があるから、筆記作業

グループは(2)一(5)の 例 の副詞をも形容詞 と見なしたであろう。元の言語を判断す るために、

これ らと同 じ環境にある語 を全部 とりあげてみた。

表2

番号

i

2

3

4

5

6

7

8

9

10

ii

12

13

14

15

仮名表記

エス ヒリシテ

インヘルヘイテ

インヒリシテ

インチ レキテ

スンメ

シユ リチセ

ヒリワアテ

インチヘ レンテ

イノセ ンテ

インスタンテ

インテンシへ

ミリタンテ

ヲニホテンテ

フルテ ンテ

サヒエ ンテ

ラテン語の綴 り

explicate

impedei[e

implicite

induecte

SU皿 皿e

juridice

pnvate

indifference

inocente

tnstante

intensive

militante

o[ntupotente

prudente

sapience

ポル トガル語に該当する:

副詞

explicitamente

impedeitamente

implicitamente

induetamente

summamente

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

な し

形容詞

explicito

imperfeito

implicito

indireto

summo

juridico

privado

indiferente

inocente

instante

intensive

militante

onipotente

prudente

sapience

表2で は、 日本語版において工列 に終わる全てのラテン語副詞 と形容詞の本語 をあげた。

これ らの語は全て、名詞 に先行する場合 がある。

表2の ポル トガル語の形容詞にはeに 終わるものとoに 終わるものがある。

ポル トガル語の欄に入 っている語 をラテン語 の形態論か ら分析す ると、eに 終わる形容詞

はラテ ン語の第二転尾のものを元 に してお り、oに 終わるものは第 一転尾の形容詞 を元にし
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ている。oに 終わるものに関 しては、派生する副詞は女性形に接尾辞 「-mente」(た とえば、

本文に出て くるソレンネメンテ(solenementeポ 、荘厳に))が 付 くようになっているので、

ラテ ン語の知識がある者な ら、誤解す る恐れがない。っま り、8-15の 例 は、後続す る名詞に

下接するポル トガル語の形容詞で、1-7の 例 は、ラテ ン語の副詞である。 この二種類の品詞

の間に混乱の余地が出てきたのは、両種類 とも語尾が同じであり、名詞の前におかれ、さら

にどれがポル トガル語で、 どれがラテン語が分か らない知識不足のためである。句読点のな

い ところが混乱 をさらに生 じやす くした。

二 ・4動 詞

仮名表記の動詞は14語 で延べ数125例 あ る。

表3仮 名表記の動詞

番号

1

2

3

4

5

7

8

9

io

11

12

13

14

is

16

17

18

19

語形

ケ レイ ト

ケレテ レ

エセ

インテ リゼンヂ

アベ ンチス

アシテンス

エンス

アシエラル

カスチカル

コンサカラル

ケレアル

セ ラル

セネラル

イ ンテルヘ レタル

シユラル

ヘル ミチル

スカンタリゼル

テンタル

例数

55

2

1

i

1

2

6

6

z

i

3

11

12

1

1

9

1

10

ロー マ 字

credo

credere

esse

intelligendi

habentis

accidens

ens

adjurar

castigaz

consacrar

crear

gerar

genera

interpretar

jura「

permitir

scandalizer

文法的部類

直説法

不定法

不定法

動名詞

現在分詞

現在分詞

現在分詞

不定法

不定法

不定法

不定法

不定法

不定法

不定法

不定法

不定法

不定法

該当する原語

ラテン語

ラテン語

ラテン語

ラテン語

ラテン語

ラテン語

ラテ ン語

ポル トガル語

ポル トガル語

ポル トガル語

ポル トガル語

ポル トガル語

スペイ ン語

ポル トガル語

ポル トガル語

ポル トガル語

ポル トガル語

tentar 不定法 ボ ノレ トズノノレ語
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まず、ラテン語 の形を見 る。55例 出 て くる、唯一の述語的法のcredo(接 続 法、現在、一

人称単数)は 、祈祷名 を指 している例が圧倒的に多く、和文で動詞 として機能している例は

ない。

同じ動詞の不定法 「credere」もあるが、出て くる二例 とも、81ウ にある第十二章の題名 「ヒ

イテスノー番 ノアク トハ、ケレテ レ ト云テ信スル コ トト云フ事」 と、二行後にある、ほぼ同

じ形の本文である。 しか し、 これ らの例のケ レテ レは述語ではない。

もう一つのラテン語 の不定法 「エセ」は前後に全く説明なしに54オ の一カ所だけに出てく

る。

Dsヨ リアニマラシヨナルヲ色身二托シ玉 フ事、只其アニマ ノエセヲ以テ色身二命ヲ与

へ、諸ノ所作ノ根本 トナルヘキ為也。

確かに、「エセ」は機能 しているが、動詞 としてではなくて、抽象名詞 としてである。

つま り、ラテン語をもとに していると思われ る、表3の1-3の 本 語は述語 として用い られ

ることがない。

残 りのラテン語に基づいた形では、動名詞 と分詞がある。 ロマ ンス語の進化の早い時期か

ら、ポル トガル語やスペイン語に動詞 の活用形 として残っているのは、ラテ ン語の動名詞で

は形容詞的に使用 される形(ge皿n(Go)と 、 ラテン語の分詞では過去分詞だけである。

ラテ ン語 にあった動名詞の数種類か ら、ポル トガル語やスペイ ン語には、ラテン語文法で

主格形の動名詞 と呼ばれ る形 しか残っていない。 しか し、属格形動名詞に当たる表3の 第二

項 目 「intelligendi」の ような形 は残っていない。

分詞では、ラテ ン語にあった現在分詞 と呼ばれる形がロマンス語に入ったのは一部の場合

のみである。その場合でも、 この形は科学的 ・哲学的な借用語として受け入れ られ、元の動

詞 とは異なった用い方 をされ、また異なった音韻変化を受けているので、自立 した名詞 とな

ってい る。たとえば、表3の 「ens」(esseの分詞 ・存在す るもの)か らポル トガル語化 したente

は、ポル トガル語の存在動詞 「ser」との類似性を失って無関係 となっている。ラテン語accidere

(「落 ちる」、また は 「起こる」)は ポル トガル語では古語のcamを 経 て、一六世紀にはすでに

現代語のquedar(落 ちる)と なっているが、その分詞accidensは(本 書にヘル ・アシテンスper

accidens(偶 然 的)の 前置詞構造で使われ る)ポ ル トガル語ではacide皿麓となり、 「事故、出来

事」 とい う意味になった。

これ らの例は、あくまで もポル トガル語 に対応する語形 が存在する限 られた場合で、ラテ

ン語のすべての動詞に対 してこの ようなポル トガル語があるわけではない。 たとえば、表3
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の第5項 目 「アベンチス」に対応するポル トガル語はない。

表3の4-8の 項 目は例数 も少なく、出現する例のほとん どが2語 以上の表現なので、これ ら

の形がラテン語 のままで使 われたのは、語形が比較的珍しく、簡単に分析す ることができな

かったか らであろう。

表3の919の 項 目は、ポル トガル語 ・スペイン語を元とする語で、和文において述語 とし

て用いられ る。 「～スル」の形 を取る。

例:去 ハ、Dsヨ リ何事ヲケ レアル シ玉フソト_(164ウ)

マ タメン トヲ省ク者ハ天狗ヲ敬 フ者也。又Dsヲ テ ンタルスル者也。(294オ)

つ まり、本語の動詞が和文で述語 として用いられ るとき、ポル トガル語(あ るいはスペイ

ン語)の 不定法に基づいた形 に 「～スル」の形 をとるようになっている。

原語の形について考えてみる。ほ とんどの例がポル トガル語に該当す るが、ポル トガル語

には存在 しないgenerarは スペイン語にある。実際に、ポル トガル語に存在す る表3の 不定法

は、ポル トガル語特有であるge職rを除 くとすべてがスペイ ン語の語形 とも、語尾以外 はラテ

ン語の語形 とも共通 してい る。

例:interpretaz'(ポ)くinterpretare(ラ)

tentar(ポ)<tentare(ラ)

generar(ポ)<generdre(ラ)

つま り、gerarを 除 くと、表3の 仮名表記の形では、ラテ ン語の形がポル トガル語の形 と相

違す るのは末尾の 「レ」がポル トガル語において 「ル」になっている ところだけである。語

形が全部スペイン語 にあるわけであるが、仮名本語全体ではスペイン語に しか存在 しない形

が数例のみであることか ら、これ らの形は、意図的にスペイン語 にされていると考えるべき

ではないだろ う。む しろラテン語にあった形をポル トガル風に変 えようとい う全体の方針の

中、筆記 グループが迷いなが ら語形 を決めた結果、スペイ ン語に一致す る形になった と考 え

るのが適 当である。 ラテン語generareに 当たるセラル、セネラル の全23例 の 内に、「ネ」を行

間に足 した り、一旦筆記 したのを削った りする数例が存在 してい ることが、この事態 を窺わ

せる。
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三 おわ りに

ここまで、本語 を品詞別で見てきた結果、いくつかの特徴が分かった。

イ.本 語を和文になるべ く違和感な く挿入す るための創意工夫が施 されている。そのため

に、限られた場合 を例外として、本語は原形 とでもいえる、 もっ とも簡単な形をとって、そ

れに 日本語特有の助詞 ・助動詞がつ く。名詞は主格形+格 助詞(も しくは無標識)、 形容詞

は主格形+「 ノ」、「ナル」(名 詞 に先行する場合は無標識)、 動詞は不定法+「 スル」、副詞

はまれに 「シテ」が付くが、通常は無標識の形で用い られている。

ロ.原 語の文法的な要素 も多 く伺 える。2語 以上による構造では語形は原語の構文 による。

日本語 は数に対す る規則が緩いが、ポル トガル語式の複数形をとっている本語が多い。形容

詞が名詞を修飾する表現では、名詞が先行する場合が多い。文法的性によって変化する形容

詞では、原語の名詞を修飾する時、調和 した形をとっている場合が多い。

ハ.ラ テ ン語 をもとにしている本語 は、格、性、数(動 詞は法)な ど、原語 の特徴をもっ

とも多 く持っているといえる。 これ らの本語は、原語において珍 しい言葉である点、ポル ト

ガル語には訳 しに くい点、そして 日本語版 においても例数の少ない点を共通に している。多

くの場合、表現は一度だけ出現 して、その意味が 日本語で説明され る。

ラテン語の仮名本語が もつ もう一つの特徴は、出現箇所が日本語版の第二編 「アニマノ上

二付テ」(2)と 第 二編B「 アニマラシ ヨナル ノ正体ハ不滅ナ リト云証事」(2B)、 また全書に散

在 している頭注 に比較的頻出 していることである。 日本語版が ラテン語版を翻訳 したもので

あることを考慮 に入れると、 日本語版に見 られ るラテ ン語の形はより原典に近い形で残った

もの、つま り手 を余分に加えられなかったもの と考えられる。特に、注には、ラテン語文や

ローマ字の 日本語文があ り、本書を筆記 した者 が日本人であった としても、ラテ ン語文をよ

り厳密に写 したものであることは明 らかで ある。 この状況から、2と2Bの 筆 記作業 にはラテ

ン語の形をよ り厳守 しようとした ヨー ロッパ人が関わったのではないかと考えられる。逆に、

ラテン語が少なく、数箇所の例外を除 くとポル トガル語、 もしくはポル トガル語風に換え ら

れてい る残 りの部分は、ラテン語をあま り重視 しなかった ヨー ロッパ人の監視下で筆記 され

たのではないか と考えられる。

今後 は、 「講義要綱」 における本語の事態 を明 らかにしっっ、 ヨーロッパ人宣教師と日本
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人信者 のコミュニケーションに用いられた言葉の特徴 を考察 してゆ く予定である。
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〈注〉

(1)「 「講義要綱」の成立について」、国語国文、第七十一巻第十号.

(2)「 「講義要綱」 におけるローマ字書きの本語について」、國文學論叢、第9号.

(3)「 「講義要綱」における仮名書きの本語について」、国語国文第七十二巻、第六号.

(4)注3に 同 じ、p.7.
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